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そ
れ
は
ま
さ
に
同
窓
会
の
宿
願
と
熱

意
が
ほ
と
ば
し
っ
た
渾
身
の
誌
面
で

あ
っ
た
。
1
9
7
5
（
昭
和
50
）
年
12

月
8
日
に
発
行
さ
れ
た
「
秋
高
同
窓
会

だ
よ
り
」
創
刊
号
の
こ
と
で
あ
る
。

　

1
面
ト
ッ
プ
に
「
機
関
誌
発
行
を
期

に　

高
ま
る
連
帯
感
」
の
見
出
し
が
躍

る
。
同
窓
会
長
、
学
校
長
、
事
務
長
の

挨
拶
が
続
き
、
恩
師
の
近
況
、
学
校
行

事
や
部
活
動
、
進
学
状
況
、
コ
ラ
ム

「
天
上
天
下
」
な
ど
が
小
さ
な
文
字
で

び
っ
し
り
と
誌
面
を
埋
め
つ
く
し
て
い

る
。
2
面
以
降
も
運
動
部
の
活
躍
、
つ

ど
い
、続
々
と
集
ま
る
寄
贈
図
書
一
覧
、

随
想
、
文
芸
、
慶
祝
、
哀
悼
、
お
知
ら

せ
、
協
賛
広
告
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
だ
。
随
想
に
は
小
畑
勇
二
郎
秋
田
県

知
事
（
当
時
・
大
正
13
卒
）
の
名
前
も

見
え
る
。

　

蓼
沼
銀
治
郎
会
長
（
当
時
・
大
正
8

卒
）
は
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、「
母
校

創
立
百
二
周
年
目
を
迎
え
て
、『
同
窓

会
だ
よ
り
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
昭
和
四
十
七
年
ま
で
出
て
い
た
雑

誌
型
式
の
『
同
窓
会
報
』『
矢
留
』『
同

窓
会
ニ
ュ
ー
ス
』『
同
窓
会
だ
よ
り
』

の
流
れ
を
受
け
つ
ぐ
も
の
と
し
て
、
会

員
各
位
に
待
望
さ
れ
た
機
関
誌
で
あ

る
」
と
述
べ
、
こ
う
言
葉
を
継
い
で
い

る
。

　
「
同
窓
会
と
は
、
世
俗
の
利
害
を
超

え
た
純
粋
な
敬
愛
と
友
情
の
つ
ど
い
で

あ
ろ
う
。
︱
中
略
︱
わ
れ
わ
れ
は
渾
然

一
体
と
な
っ
て
切
磋
琢
磨
す
る
と
共

に
、
百
周
年
の
時
の
盛
り
上
が
り
に
劣

ら
ぬ
く
ら
い
同
窓
会
活
動
を
充
実
さ
せ

て
、
母
校
の
限
り
な
い
発
展
を
祈
ろ
う

で
は
な
い
か
」

　

念
願
の
機
関
誌
発
行
に
こ
ぎ
着
け
た

喜
び
と
興
奮
が
伝
わ
る
と
と
も
に
、「
秋

高
同
窓
会
だ
よ
り
」
定
期
発
行
の
機
運

が
、
1
9
7
3
（
昭
和
48
）
年
の
母
校

創
立
1
0
0
周
年
を
契
機
に
盛
り
上

が
っ
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

同
窓
会
だ
よ
り
の
編
集
体
制
は
、
小

西
達
四
郎
委
員
長
（
大
正
12
卒
）
を
は

じ
め
と
す
る
4
人
の
同
窓
会
側
編
集
委

員
と
誌
面
作
成
の
実
務
を
担
っ
た
母
校

勤
務
の
教
師
で
同
窓
会
員
の
一
関
吉
美

氏
（
昭
和
14
卒
）
ら
6
人
の
学
校
側
編

集
委
員
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

宿
願
だ
っ
た
機
関
誌
発
行

　

編
集
作
業
と
い
っ
て
も
、
そ
も
そ
も

同
窓
会
の
た
め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
学
校
の
職
員

室
や
事
務
室
、
図
書
室
の
一
角
、
小
体

育
館
会
議
室
な
ど
を
転
々
と
渡
り
歩
く

ジ
プ
シ
ー
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の

が
実
態
で
あ
っ
た
。

　

1
9
8
5
（
昭
和
60
）
年
に
組
織
変

更
が
あ
り
、
企
画
、
財
政
、
名
簿
、
広

報
の
4
常
置
委
員
会
が
発
足
し
た
。
同

窓
会
だ
よ
り
は
同
窓
会
側
編
集
委
員
を

主
体
と
す
る
広
報
委
員
会
の
所
掌
と

な
っ
た
が
、
ジ
プ
シ
ー
生
活
は
な
お
し

ば
ら
く
続
き
、
自
前
の
会
議
室
で
編

集
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は

1
9
9
3
（
平
成
5
）
年
、
1
2
0
周

年
記
念
事
業
と
し
て
建
設
し
た
校
史
資

料
館
「
羽
城
館
」
の
完
成
を
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
窓
会
事
務
局

が
羽
城
館
1
階
に
よ
う
や
く
安
住
の
地

を
求
め
た
の
は
こ
の
時
で
あ
り
、
当
初

は
事
務
局
長
以
下
3
人
の
常
駐
体
制
で

業
務
に
当
た
っ
た
。

　

同
窓
会
だ
よ
り
は
創
刊
か
ら
41
年
で

1
0
0
号
の
節
目
を
迎
え
た
。
こ
の
間

用
紙
サ
イ
ズ
や
ペ
ー
ジ
数
が
変
わ
り
、

印
刷
ス
タ
イ
ル
も
数
回
の
変
遷
を
重
ね

て
き
た
。
特
に
2
0
1
4
年
の
第
95
号

か
ら
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
に
切
り
替
わ
っ

た
の
を
機
に
、
題
字
も
や
や
身
内
感
が

漂
う
「
秋
高
同
窓
会
だ
よ
り
」
か
ら
内

外
に
発
信
す
る
力
強
さ
を
込
め
て
「
秋

田
高
校
同
窓
会
だ
よ
り
」に
変
更
し
た
。

し
か
し
、
編
集
の
根
底
を
流
れ
る
母
校

愛
と
連
帯
の
系
譜
は
一
貫
し
て
変
わ
り

が
な
い
。

　

1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
か
ら
同
窓

会
だ
よ
り
は
、
住
所
が
判
明
し
て
い
る

全
国
2
万
2
千
人
に
及
ぶ
全
て
の
会
員

に
郵
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第

1
0
0
号
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平

坦
で
は
な
か
っ
た
が
、
原
野
の
地
平
を

切
り
開
い
た
先
達
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
、
唇
歯
輔
車
と
も
言
う
べ
き
同
窓
会

と
学
校
と
の
紐
帯
に
は
い
さ
さ
か
の
揺

る
ぎ
も
な
い
。
同
窓
各
位
の
温
か
い
ご

理
解
、
ご
支
援
を
支
え
に
同
窓
会
だ
よ

り
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
向
か
う
。
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